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年度訓練内容

◆愛知県総合防災訓練への参加

◆各地区での防災訓練の実施

他団体と協働で築く防災訓練（年１回）

地域別での官⺠連携確認（年１回 7か所）



平成１８年 南知多町  総合防災訓練
平成１９年 ⽇進市  総合防災訓練
平成２０年 碧南市  総合防災訓練 （⼤豪⾬のため中⽌）
平成２１年 吉良町  総合防災訓練
平成２２年 ⼀宮市  総合防災訓練
平成２３年 新城市  総合防災訓練
平成２４年 豊⽥市  総合防災訓練
平成２５年 稲沢市  総合防災訓練
平成２６年 碧南市     津波・地震防災訓練
平成２７年 豊橋市 総合防災訓練 （⼤豪⾬のため中⽌）
平成２８年 岡崎市  総合防災訓練
平成２９年 春⽇井市 総合防災訓練
平成３０年 津島市  総合防災訓練
令和 １年 豊橋市  総合防災訓練
令和 ２年 安城市  総合防災訓練 （コロナ禍による中⽌）
令和 ３年 ⼩牧市  総合防災訓練 （コロナ禍による中⽌）
令和 ４年 豊川市  総合防災訓練
令和 ５年 安城市  総合防災訓練

愛知県総合防災訓練



総合防災訓練の様⼦
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〜危険箇所への⽴⼊防⽌⽤
保安機材設置〜





⾮常災害時保安機材供出ネットワークとは

⼤地震や集中豪⾬等の⾮常災害時に、⾃治体の要請によ
り当協会が尾張・三河１１基地に備蓄しているブルーシー
トや⼟嚢袋、セフティコーンなどを、協会ネットワークに
て連携し、被災箇所へ運搬・設置を⾏います。近隣住⺠や
通⾏⾞両に対して危険箇所の明⽰を⾏い、⼆次災害などな
いよう注意喚起を促すネットワークです。



令和５年（現在）
緊急時出動班隊員 50社 50名
備蓄基地 愛知県下 11基地
備蓄数量 以下のとおり



R5⾮常災害時保安機材供出ネットワーク
位置図



保安機材供出ネットワークの流れ

①出動及び保安
機材必要数量指⽰

②必要に応じ他
地区へ応援要請

緊急時
出動班

・官庁備蓄基地
・協会備蓄基地
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班⻑より作業完了の報告巡視協定等と締結し
ている地元協⼒会社

（⼀社）愛知県道路
標識・標⽰業協会地
区担当
（規制内容の確認）
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保安機材供出ネットワークの歩み

平成１５年１０⽉ 保安機材を県下9基地に配備
平成１８年 ９⽉ 愛知県南知多町総合防災訓練に参加
平成１９年 ４⽉ 緊急時出動班を編成
平成１９年 ７⽉ 地区別防災訓練を始める（県下６ブロック、年１回）
平成２２年 ６⽉ 備蓄基地を県下１１基地へ体制強化
平成２３年 ６⽉ 陸前⾼⽥市へ保安機材を寄贈（岩⼿県協会と共同）
令和 ２年 ７⽉ コロナ禍による中⽌
令和 ３年 ７⽉ コロナ禍により⾃主訓練を開催 現在に⾄る
令和 ４年 ７⽉ 今年度より通常どおり実施
令和 ５年 ７⽉〜９⽉ 地区別防災訓練実施



ご清聴ありがとうございました。
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